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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本衛生材料工業連合会

（JHPIA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべ

きとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 S 3303：2025 

ウエットワイパー類の除菌性能試験方法 

及び除菌効果 

Test method for disinfection performance of wet wipes and disinfection effect 

 

1 適用範囲 

この規格は，ウエットワイパー類の除菌性能試験方法及び除菌効果について規定する。この規格は，プ

ラスチック製品，セラミックス製品，金属製品などの非多孔質表面への除菌を標ぼう（榜）するウエット

ワイパー類を対象とする。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS G 4305 冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯 

JIS K 0950 プラスチック製滅菌シャーレ 

JIS K 0970 ピストン式ピペット 

JIS K 3800 バイオハザード対策用クラス II キャビネット 

JIS L 0803 染色堅ろう度試験用添付白布 

JIS R 3505 ガラス製体積計 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

JIS Z 8802 pH 測定方法 

ISO 3696，Water for analytical laboratory use－Specification and test methods 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

3.1 

ウエットワイパー類 

紙，不織布，脱脂綿，レーヨンステープル綿又はこれらにプラスチックフィルムなどを複合した基布

に，水，アルコールなどから成る溶液を含浸させたものを，密閉容器又は被包に収納したもの 

3.2 

除菌 

対象物から生菌数を減少させること 


